【第一回市議会定例会提案理由説明】　　　　　　　　　　　　　　３月５日決定稿
　　　　　　
本日、ここに、平成十九年第一回市議会定例会が開催されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました一般会計をはじめとする平成十九年度予算及びその他の諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。

はじめに、日頃から地域全体で、安全で安心して学ぶことができる教育環境の向上に取り組んでいる中で起きた市内小学校校長の不祥事につきましては、教育に対する市民の信頼を著しく失墜させることとなり、極めて遺憾であります。被害に遭われた児童、保護者、そして市民の皆様に深くお詫びを申し上げ、二度とこのような不祥事が起きることのないよう、教育に対する信頼の回復に全力を挙げるとともに、今後とも、子ども達を健やかに育む学校づくりに努める所存であります。
さて、霊峰白山をはじめ、私たちを取り巻く豊かな自然は、大きな恵みをもたらす反面、時として豪雪や豪雨などの思わぬ自然災害を引き起こすこともあります。今年は記録的な暖冬となり、近年にない雪不足のため、市営スキー場においても利用者が減少し業績が悪化するとともに、先月下旬には、二か所のスキー場が早々に営業を終了するなど、白山ろく地域を中心に市民生活に影響が出ております。
こうした中、去る一月二十七日から三日間にわたって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひたちのみや),常陸宮)殿下・同妃殿下をお迎えし、白峰温泉スキー場を中心に、第五十七回中部日本スキー大会が開催されたところであります。雪不足のため、大会の運営が心配されましたが、地元の皆様や大会関係者の熱意と努力により、滞りなく競技が行われ、中部各県から訪れた四百名を超える選手・役員の方々に、本市の冬の魅力や温かい人情に触れていただいたところであります。
次に、白山市が誕生して三年目に入り、これまで、住民の融和と一体感の醸成を最優先にした市政の運営に当たってきたところであり、市民一人ひとりが新しいふるさとづくりへの思いを強くする中で、それぞれの地域の歴史や文化を尊重し、お互いに理解を深め協調し合い、活発な交流を行ってきたことにより、白山市の確かなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いしずえ),礎)が築かれたものと考えております。今後は、十年間のまちづくりの方向性を定めた総合計画に基づき、理想の都市像とする「豊かな自然と共生する自立と循環のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まち),都市)」を実現させるため、市民の皆様との協働により、知恵を出し努力を重ね、本格的なまちづくりに向けて本市が大きく飛躍するよう、粉骨砕身、取り組んで参りますので、ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　
それでは、平成十九年度予算につきまして、概要をご説明申し上げます。

地方自治体の予算編成の指針となる国の地方財政計画においては、景気の回復基調が続き、地方税収入が増加すると見込まれておりますが、高い水準にある公債費や社会保障関係費の自然増などにより、引き続き大幅な財源不足となっており、地方における歳出は厳しく抑制されているところであります。さらに、国・地方を通じた歳出歳入一体改革のもと、地方交付税と臨時財政対策債を合わせた実質交付税は五パーセントを超える削減となっております。
こうした状況の中で、本市における歳入につきましては、その根幹をなす市税について、国からの税源移譲や定率減税の廃止による個人住民税の増収、好調な企業業績を反映した法人市民税や設備投資による固定資産税の増収が見込まれる一方、地方交付税の削減、所得譲与税の廃止により、一般財源に充当できる総額は、ほぼ前年度並みの三百二十四億円となっております。

歳出につきましては、公債費が平成二十年度にピークを迎える中で、物件費など経常経費の抑制に努め、限られた財源の中で、教育施設の整備、子育て支援の充実、産業の振興、都市基盤の整備や白山ろくのまちづくりなどの大型事業に重点的な予算配分を行ったことから、本市においては、例年にも増して、大変厳しい予算編成を余儀なくされたところであります。
以下、平成十九年度予算につきまして、総合計画のまちづくりの目標に基づき、主要施策の概要を順次ご説明申し上げます。

まず、はじめに自然環境を活かした観光の活性化についてであります。

白山から日本海まで豊かな自然に恵まれ、伝統文化が息づく本市の観光振興につきましては、先月十三日に観光戦略会議から、向こう五年間の施策の方向性についての答申をいただいたところであり、「健康エコリゾート　白山湯治」を観光交流プランのテーマに、温泉を活かした心身の癒し、自然を活かした雪だるまや川下り、地元の食材を活かした郷土料理、蕎麦打ちや伝統文化の体験などの提言が盛り込まれており、こうした答申を踏まえ、今年度中に観光マスタープランを策定し、本市の観光振興施策の推進を図ることといたします。

スキー場対策検討委員会からは、五つの市営スキー場をそれぞれの特色に応じて役割分担した上で、市が施設を所有し、民間会社や地域のＮＰＯ法人が管理運営を行う公設民営方式の導入、機能を強化するスキー場と規模を縮小するスキー場の区分、さらに運営が困難となった場合には、速やかに用途変更または廃止を検討すべきであるとの答申をいただいたところであります。スキー場は、市民スポーツの普及と向上に大きく寄与するとともに、白山ろく地域における冬季間の雇用の確保や地域の賑わい、観光振興に大きな役割を担っていることから、スキー場の再生に当たっては、地域住民の生活に十分に配慮することとし、六月定例会までに具体的な方策を取りまとめることといたします。
吉野谷地域の吉野工芸の里や花ゆうゆうにつきましては、白山ろくにおける観光拠点の一つとして施設の改修や利用者の増加を図ることとし、みちの国ルネッサンス事業と名付け、再整備計画にかかる検討委員会を立ち上げることといたします。
なお、九月には一里野高原を会場に、日本ラジコン協会などが主催する「電動オフロードカー世界選手権大会」が八日間に渡り開催され、世界三〇か国から百五十名余りのラジコン愛好者が参加することになっております。
　次に、心豊かで感性あふれる人を育む教育の充実についてであります。

統合小中学校の建設につきましては、白山ろくの豊かな自然の中で感性のある子ども達を育むことができ、地域のシンボルとなる学校として、議員や地元の皆様にご理解をいただく中で、新年度早々の工事発注のため準備を進めているところであり、平成二十年四月開校に向け、事業の推進に万全を期することといたします。
また、美川小学校の改築につきましては、測量調査及び基本・実施設計に着手するとともに、朝日小学校、松南小学校につきましても、それぞれ建設基本構想検討委員会を立ち上げることといたします。
少人数教育につきましては、一人ひとりの子どもにきめ細かい行き届いた教育を推進するため、引き続き実施していくとともに、障害のある子ども達の特別支援につきましても、学校教育法の改正を踏まえ、小中学校において十名の教育支援員を配置することといたします。
生涯学習環境の充実につきましては、松任、美川、鶴来の各図書館及び鶴来分館において、同一のカードで本が借りられる新しい図書館電算システムを導入することとし、平成二十年二月からのサービスを予定いたしております。また、地域住民や公民館相互の交流を推進する公民館活性化事業や、青少年の健全育成のための野外教育推進事業についても引き続き実施することといたします。
地域の歴史文化の継承と振興につきましては、市内の歴史的な遺産を掘り起こし、国の文化財や史跡等の指定に向け調査研究するほか、俳句の里づくりを推進するため、千代女少年少女俳句大会においては、作品の募集対象を全国に広げ、優秀作品の表彰や俳句セミナーを開催することといたします。また、ふるさと館の庭園である「紫雲園」の魅力を一層高めるためライトアップを行うとともに、千代女の里俳句館との一体的な利用を図り、句会や茶会などを通して日本の伝統文化に直接触れられる催しを行うことといたします。
スポーツの振興につきましては、競技スポーツの活動拠点である松任総合運動公園陸上競技場の夜間照明の供用を開始し、競技力の向上を図るほか、鹿島児童公園野球場のグランド改修工事を実施し、市民が安全にスポーツを楽しめるよう施設の充実を進めることといたします。
なお、平成二十年二月に白峰温泉スキー場において全国中学校スキー大会が開催されることから、選手強化や施設整備などを進めるとともに、大会の成功に向けて競技団体や関係機関と連携のもと、万全の体制で取り組むことといたします。
次に、参加と交流による一体感のあるまちづくりについてであります

地方分権が本格化する中で、地域の特性や資源を活かし、市民の参加と協働によるまちづくりが求められていることから、この度、本市においては、広く市民の意見を伺い、分権時代にふさわしい行政運営の基本ルールを定めた自治基本条例を年内に制定する方針であります。

また、市民のふるさとへの愛着と誇りを持った一体感の醸成を図る中で、本格的なまちづくりに取り組むため、合併三周年を記念して白山市のシンボルとなる市の花、市の木を制定することといたします。
親善友好都市との交流事業につきましては、今月二十三日から六日間の日程で、オーストラリア・ペンリス市長を団長とする十五名の文化交流訪問団が来市し、写真展とフレンドシップ・ジュニアコンサートが開催されることになっております。また、七月には、ペンリス市へ高校生を、アメリカ・コロンビア市へ中学生を派遣する一方、イギリス・ボストンEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まち),町)の中学生を、八月には、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(りつ),溧)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よう),陽)市及び南京大学附属中学校の生徒を受け入れ、それぞれホームステイ交流を図ることといたします。
　次に、健やかに暮らせるまちづくりについてであります。
市民の健康づくりにつきましては、先般、市民一人ひとりが自らの健康増進に積極的に取り組むまちづくりを目指す「白山市健康プラン」を策定したところであり、今後とも市民が家庭や地域で生活習慣病の予防や健康づくりを実践し、健やかに暮らすことができるよう、各種施策を推進していくことといたします。また、公立松任・石川中央病院でのＰＥＴ検診に対する助成を継続するほか、母子の歯科保健対策として、妊婦歯科検診や一歳六か月児健診での個別保健指導を新たに実施することといたします。なお、救急医療対策として、自動体外式除細動器を市内全中学校と四つの拠点体育施設に配置するほか、貸し出し用として健康センター松任に二台配置することといたします。　　
高齢者の医療制度につきましては、去る二月一日に七十五歳以上の高齢者を対象に、新しい医療保険制度を運営する石川県後期高齢者医療広域連合が発足したところであり、本市といたしましても、制度の円滑なスタートに向け、市民に対する説明会を開催することといたします。
障害者福祉の充実につきましては、障害のある方が地域社会の中で自立した生活ができるよう、自立支援や地域生活支援を行うとともに、所得の低い方でも安心してサービスを利用できる制度の運用に努め、利用者負担の更なる軽減を図ることといたします。
児童福祉の充実につきましては、国の新しい少子化対策により、四月から三歳未満の子どもを対象とする児童手当が月額五千円から一万円に倍増されることになります。さらに、本市においては、子育て家庭への支援の一環として、通院費に対しても平成十九年度から入院費と同様に小学校卒業まで助成することとし、対象年齢を拡大いたします。また、保育所においては、新たに湊保育園ではゼロ歳児を、蝶屋保育園では一歳児をそれぞれ受け入れし、入所対象児童の拡大を図るほか、石川小学校及び千代野小学校の校下で放課後児童クラブの施設を整備・改修するなど、多様な子育て支援対策を積極的に実施することといたします。
　
次に、安心して生活できる環境の整備についてであります。

市民の生命と財産を守る総合防災拠点となる白山石川広域事務組合の消防本部・松任消防署の整備につきましては、できるだけ市街地に近接し、一万平方メートル程度の用地が確保でき、かつ、市内各地へ緊急車両の到達時間が短いことなどの条件を考慮し、国道八号、国道百五十七号の交通アクセスに優れた中奥地区周辺とする考えであり、平成十九年度に用地取得と基本設計を終え、平成二十年度に建設に着手する予定で調整を進めているところであります。
また、地域における消防団活動の強化につきましては、ポンプ車など消防車両の計画的な更新を行うとともに、吉野谷地域において分団の拠点施設を整備することといたします。
なお、水害時に浸水が予想される区域や避難場所を示した洪水避難地図につきましては、浸水区域の全家庭に配布するため準備を進めおります。
次に、利便性が高く住み良い快適なまちづくりについてであります

　松任駅南土地区画整理事業につきましては、駅南広場の平成十九年度竣工を目指し、道路や歩道工事、電線地中化工事を進めているところであり、十月に開業を予定している立体駐車場と健康増進施設を核テナントとする複合ビルの集客効果と相まって、駅周辺の活力と賑わいが創出されるよう整備を進めることといたします。
コミュニティバスにつきましては、医療施設や公共施設、買物などの交通手段として、また通学や通勤など多くの市民に利用していただけるよう、四月から新しいルートにより運行することといたします。また乗って楽しく、身近な足となるよう、バスの愛称は「めぐーる」とし、一律百円の運賃にするとともに、新規運行記念として四月一日から二週間は運賃を無料とし、割安な乗車券も発行するなど、利用者の増大に努めることといたします。また、バス運行経費の財源を確保する手段として、会社や店舗など民間事業者からの広告収入を充てることとし、市内全戸に配布する時刻表や車内放送、バス停の命名権などの広告を募集しているところであり、現在、百三十件を超える応募をいただいております。
情報通信基盤の充実につきましては、白山ろく地域で進めておりました光ファイバ網の整備により、ケーブルテレビやインターネットのサービスが提供されているところであり、また、携帯電話の不感地区につきましては、今年の夏までに解消される見込みであり、合併時における地域間情報格差の課題が解決されるものであります。
その他、都市基盤の整備につきましては、幹線道路網の整備、区画整理やまちづくり事業、上下水道事業、公営住宅建設事業など、中期財政計画に基づき順次事業を実施していくことといたします。また、昨年十月に常設された徳光パーキングエリアのスマート・インターチェンジにおいては、安全に高速道路に乗り入れできるようアクセス道路を整備することといたします。
　なお、建築物の統一的な審査や地域に即した開発指導により、きめ細かなまちづくりを進めるとともに、効率的な事務による行政サービスの向上を図るため、四月から建築主事を設置し、全ての建築物等の建築確認業務を実施するほか、密接な関連がある開発許可事務について県より委任を受けることといたします。

次に、地域産業の新しい可能性への挑戦についてであります。
農林水産業の振興につきましては、米の生産調整が、農業者・農業者団体の主体的な調整に移行することや、品目横断的経営安定対策をはじめとする国の施策が担い手中心となることから、本市においても認定農業者や農業組織に対する重点的な支援を行うとともに、引き続き土づくりや特産品の産地化事業を推進することといたします。また、適切な森林の整備を推進し、水源涵養など森林の持つ多面的な機能の維持増進を図り、沿岸漁業の振興、水産資源の育成活用を行うものであります。
商業の振興につきましては、世界ブランドに挑戦する白山菊酒や商店街の各種イベント開催費などに対して支援を行うとともに、市民が利用しやすい商店街とするため、千代尼通り中町商店街の街路灯整備に補助するほか、引き続き、電線地中化事業を進めることといたします。

工業の振興につきましては、景気回復による企業の活発な設備投資に対応するため、旭工業団地西部地区において、地元のご理解とご協力をいただき、早期に新工業団地の整備を進めていくことといたします。また、松任フロンティアパークや美川インターパークをはじめとする市内工業団地についても、分譲区画の完売を目指して積極的に企業誘致を推進することといたします。
白山ろくの振興につきましては、白峰地区において地域の特徴的な街並みを活かした市街地再整備事業を進めており、平成十九年度に総湯と交流センターの建設に着手することとしております。また、手取川キャニオンロードを活用し、サイクリングを楽しみながら観光地を巡る、ＮＰＯ法人などによる地域づくり事業を推進することといたします。　　

　次に、健全で効率的な行財政基盤の確立についてであります。
本市の財政状況につきましては、先に公表いたしました中期財政計画のとおり、公債費や扶助費などの義務的経費の増加により、平成二十二年度までの四年間は収支不足が続くという極めて厳しい現状となっております。このため、行財政改革集中プランを確実に実行するとともに、事務事業の徹底した見直しや行政コストの削減に努めるほか、まちづくりに必要な財源を確保するため、合併特例債を活用した十億円の合併振興基金を造成することといたします。また、下水道事業特別会計につきましては、自立性の高い事業経営を目指し、平成二十二年度を目途に地方公営企業会計に移行するための準備に取りかかることといたします。一方、財政情報の開示につきましては、一部事務組合や第三セクターの経営状況を含め、市の総合的な財政状況を市民にわかりやすくお知らせすることといたします。
なお、入札制度の改正につきましては、公正な競争を促進するため、四月から予定価格を事前公表するとともに、一般競争入札の拡大を図ることといたします。
次に、組織機構の改正についてであります。

地方分権や少子高齢化の進展など地方自治体を取り巻く環境が大きく変化する中で、本市が自立した都市として持続するためには、不断の行財政改革と自主財源の確保が不可欠であり、こうした喫緊の行政課題に、迅速かつ的確に対応するため組織機構の見直しを行い、執行体制を強化することといたします。

主なものとして、総務部に公共施設の統廃合や指定管理者制度の活用、新たな財源確保や市場化テストの導入を推進する行政改革課を、産業部に新工業団地整備や企業誘致を推進する企業立地課を設置いたします。また、教育委員会においては、市内の歴史的な遺産の調査を行う歴史遺産調査室を設置するとともに、子どもの権利に関する条例が四月から施行されることに伴い、子どもに関する総合相談窓口である子ども相談室を松任文化会館に設置することといたします。

以上が、平成十九年度当初予算における一般会計の概要であり、前年度当初に比べて五・八パーセント増の四百七十三億四千八百万円となっております。その財源として、市税百六十四億三百十一万円、地方交付税百十二億円、国・県支出金五十八億五千四百十九万三千円、市債七十二億八千五百六十万円などを充てるほか、財政調整基金十億円を繰り入れするものであります。

また、特別会計では、国民健康保険、老人保健、介護保険、簡易水道事業、墓地公苑、観光事業、温泉事業、下水道事業、宅地造成事業、工業団地造成事業、湊財産区の十一の特別会計及び水道事業会計、工業用水道事業会計において、総額三百八十三億八千五十七万七千円となっております。　

なお、観光事業特別会計については、経常経費等を予算化し、今期の営業状況やスキー場再生の具体策が確定した後、補正対応することといたします。

次に、議案第十五号から第十九号までの平成十八年度補正予算についてであります。一般会計につきましては、総務費では、先月６日に成立した国の補正予算を受け、合併特例補助金によるシステム端末機器の更新事業費を、民生費では、蕪城小学校跡地に建設する法人保育園の施設整備補助事業費を、商工費では工場誘致助成金を、消防費では、災害時に一斉連絡を行う同報系無線の調査費を、教育費では、図書館電算システム統合事業費を計上するほか、事業費の確定に伴う補正が主なものとなっており、一般会計補正総額は、五億四千五百四十八万三千円の増額となり、現計予算と合わせて、四百八十九億二千二百九十六万円となったものであり、その財源として市税、国・県支出金などを充て、収支の均衡を図ったものであります。

また、国民健康保険、介護保険、下水道事業の三つの特別会計で所要の補正を行い、総額三千百六十四万九千円の減額を、また、水道事業会計においても一億八千三百三十万八千円の減額補正をいたします。
なお、年度末における事業執行との関係から、法人保育園施設整備補助事業費をはじめ、松任駅南土地区画整理事業費、農林水産施設災害復旧事業費などを次年度へ繰り越すことといたします。

次に、議案第二十号から第四十号までの条例案についてであります。

その主なものとして、白山市副市長定数条例につきましては、地方自治法の一部改正に伴い、助役に代えて副市長を置くこととし、副市長の定数を条例で定めるものであります。また、地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例につきましては、助役の規定を副市長に改め、収入役を廃止し会計管理者を置き、吏員制度を廃止することに伴い関係する条例を改正するものであります。また、白山市建築基準条例につきましては、特定行政庁として建築主事を設置することに伴い、建築基準法の規定に基づき災害危険区域などの必要な事項を定めるものであり、白山市合併振興基金条例及び白山市工業団地造成事業基金条例につきましては、それぞれ地域振興、工業団地造成の財源を積み立てるためのものであり、合わせて二十一件の案件となっております。

次に、議案第四十一号から第五十六号までの事件処分案につきましては、その主なものとして、財産の取得につきましては、統合小中学校建設用地の取得を、また、権利の放棄につきましては、「白山森林組合」が「かが森林組合」と合併するにあたり、市の出資分の払戻し請求権の放棄を、その他市道路線の認定などについて議会の議決を求めるものであります。

最後に、議案第五十七号の専決処分の承認につきましては、選挙費にかかる一般会計補正予算であります。

以上をもちまして、提案理由の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なご決議を賜りますようお願い申し上げます。
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